
平成２３年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

USTREAMにおけるより一層の画質の向上
や安定的配信環境の整備とともに視聴
者を増やすこと。

④今後の
改善計画

USTREAMにおける安定的配信に向け、技
術的向上と視聴者数増に向けてのPRの
実施。

①今年度
(H23)の
改善計画

②今年度
(H23)に
実施した
取り組み

年４回実施の本会議及び臨時会におけ
るインターネット中継、また各委員会
におけるUSTREAM中継について安定した
中継を行う。

議会運営委員会、常任委員会、特別委
員会におけるUSTREAM中継の実施に当た
り、機材の変更や技術的な研究を行
い、安定した配信が可能となった。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡充・継続　（事業を現状どおり、もしくは拡大して続けるべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

0.08

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成23年度

763,000 592,160 606,080

0.10

2,091,767

2,037,168 2,122,023 2,091,767

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

2,800,168 2,714,183 2,697,847

本会議におけるインターネットによ
るライブ中継と録画配信及び議会運
営委員会、各常任委員会、特別委員
会におけるUSTREAM中継、録画配信を
実施している。

平成21年度 平成22年度

2,037,168 2,122,023

0.08

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

本会議・臨時会開催日数 26 23 27 日 →→

名　　称 平成21年度 平成22年度 平成23年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民 意図
事業
目的

53

対象

本会議の模様を、インターネットによって、ライブ中継及び録画配信することによって、直
接、傍聴に来られない市民の皆さんに議会の情報を迅速に発信し、議会活動への参加、理解
を推進することができる。

議会の結果および意見等は直接議会を傍聴するか、会議録が作成されるまで公表する機会が
なかった。インターネット中継にて配信することにより、自宅において会議を視聴すること
ができ、さらに会議内容をより迅速に市民に対して知らせることが可能となった。

市民に開かれた市議会の実現に向けて、更なる情報公開と
情報の共有化に努める。

主管課長福留　克志健全で効率的な行財政運営

会計 小事大事

01

目項

01 01 01 03
事業名

政　策
施　策

06

6-2

インターネット議会中継システム事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 議会事務局

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


	マネジメントシート

